









































































































































































































































































































































ど」 をオープンしました。この研修センターを拠点に、微力ながらも継続的に復興支援のお手伝いをさせていただいています。学生は経験を通 、現地でさまざまなこと 学んで ま
す。南三陸町は単に支援を行う場ではなく、学生にとって貴重な学びの場なのです。　
被災地に限らず、多くの地方の経
済が停滞し、疲弊しているのも事実です。例えば、学生が卒業後Ｕターンして出身地で就職しようにも仕事がないのが実情です。結果、周辺の大都市や、中規模都市までしか戻らない、 いわゆるＪターン現象が起こっています。本当は 生まれ故郷で就職した 学生も多くいるはずです。そこで、地域創生学部で学ん もらい、地方に戻り、地域の活性化を担ってもらうというのが新学部構想の目的です。　
このように新たなチャレンジは大



















員、職員にぶつけていただきた と考えています。その思いを受ける大学側は、できないこ は いくらいの心構えでいます。私は大学もサービス業であると考えています。それは教育とうサービスであったり 課題解決とうサービスを提供するからで 私たちは学生の目標、目的を達成 るために全力で支援をいたします。　
先ほども述べたように、私は本学で











































基づいています。 東日本大震災のあと、人と人とのつながりや絆などがあらためて見直されるようになりました。このような中で仏教が社会に果たす役割がより大きくなっていると考えています。これは同時に本学の果たすべき役割も大きくなっている いうことです。地域創生学部が目指すのは、学生の故郷などで地域を活性化することできる人材を育成することです。しかし、経済だけを優先するのではなく、本学の建学 理念である 「智慧 慈悲の実践」 を身につ た人が地域創生を
自負をしています。小さな大学だからこそ、時代の変化や流れにすぐ対応できるし、逆に油断していると、あっという間に時代に置い 行かれてしまいます。だから私たちは、互いに連携して常により多くの力を発揮していかなければならないと考えています。　
また学生にはいろいろな提案をして








































































































































ESPACE KUU 空　入口 ESPACE KUU 空　ロゴ








































パレスチナ子どものキャンペーンは、パレスチナに多くいる聴覚障害をもつ子どものための学校を支援するなど、子ども ちの教育 サポートしています。パレスチナの今の光景や、そこに暮らす子ども 写真 見ながら現地の状況についてお話されました。田中さん よると、中
東（西アジア） の子どもたちは、戦争が身近にあり常に生と死を考えている。そのようななかでも子どもたちは、生き生きとしているとのことです 「日本ではこの
70年間戦争はなく、ある






















































































社会的責任） 」 を推進し、豊島区と協働した巣鴨地域の活性化、東日本大震災被災地の復興支援など、さまざまな取り組みを行っています。 た、環境や子どもに関するフィールドワーク型の科目も展開してきまし 。こうした知見を踏まえて、現代地域社会の問題解決のためにさらなる貢献をめざします。　
現代地域社会の問題は、産業
























① 研 究 活 動







地域においては、地域住民だけでなく都市部の住民も消費者の枠組みを越えて様々な形で交流し、地域の活動 参画し、その運営にかかわるような動きが出ています。また、防災、減災観点からもコミュニティ、地域外とのネットワークの絆を深めていくことが っそう重要にるでしょう。このように広域的なコミュニティ 形成が期待されています。　
地域構想研究所では、地域活

























































































































































































































は八つの徳が語られています。　「仁」 は人を思いやるこころ。一番大事ですね。 は、どうすれば思いやり、慈しみのこころを育むことができるか。私は輪づくり、ネットワークづくりだと思います。いまはメールで新年のあいさつを済ませる人が多くなりましたが、小、中、高校、大学の友達、習い事の仲間、お世話になった方々から近況を知らせる年賀状をい だくと自然と相手を思う気持ちになります。そんな さなことが慈しみのこころにつながっていくのではないでしょうか。人は一人では生きられません。なにかあったときにネットワークを持っていることは大きな支えになります。　「義」 は正義を貫くことです。物事の善悪をわきまえることや義理を欠かないこと。 「礼」 は挨拶、敬意をあらわすこ ろ 電車の かでお年寄りに席をゆずるのは正しい行いですが、これがなかなかむずかしい。 も、ふだんお年寄りから挨拶されるような環境にある人であれば、自然と「どうぞ」 といえるかもし ません どちらからというのではなく、年齢や立場こえた対等な のでしょう。
　「智」 は正しい判断を下せるちから。大学では、最初は知らない人ばかりのなか 自分から動かなければいけない、授業も自分で決めて受けなければ けない そういう経験を通して生きていく知恵が身についていくのでしょう。そこで自分の狭 世界や判断だけに閉じこもっていてはもった ないことです。 「忠」は心のなかに偽がないこと。 中 をしっかり持って る と。知恵を学ぶのは大事ですが、本当に学びたいことを見失って、まわりに流されてらくな授業を選んでしまうのは、ちょっとちがいますよね。　「信」 は本当のこととそうでないことを見わけるちからともいえるでしょう。たとえばアルバイト 、指示されたことだけをするのではなくて、どうすればもっとうまくできるか工夫 てみる。クレームを受けたら、お客さんがなにをいいたいのか考え みる。仁、 義、 礼、智、忠、信 すべてに通じることですが 失敗を恐れず自分から人や物事にかかわっていくことで本当のことも見えてくるし、夢や目標も見つかるはずです。　「孝」 は親や先祖を大事にすること。師匠や上司も同じです。 「悌」は兄弟姉妹仲良く。なんのために生まれてきたのかといえば、人の、
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投 稿 募 集
　
平成
26年度の課外活動について
の報告会と表彰式が５号館８階の鴨台食堂で行なわれました。始めに勝崎裕彦学長より、一年間の活動に対する慰労と今後の活躍への期待について挨拶があり、続いて塩入法道図書館長による乾杯の発声とともに会はスタートしました。　
今回表彰されたのは、全
65団体
のうち柔道部、茶道部、映像研究同好会、写真同好会ＳＡＶＯＹ、ダブルダッチサークル鴇縄、パフォーマンス研究会の６団体。塩入先生から表彰状の授与と受賞の理由について紹介があり、各団体の代表者からは受賞についての感想が述べられました。　
会場となった鴨台食堂のスク
リーンにこの１年の活動を振り返るスライドが流され、それぞれの団体の活躍の様子 披露されました。　
報告会は終始熱気に包まれ、来
年度に向けてますますの活躍を誓いつつ、盛況のうちに閉会となりました。
　今回の表彰された6団体を代表してダブルダッチサークル鴇縄の髙橋
朗さん（歴史学科）と内片雄太さん（臨床心理学科）のおふたりにお話を聞
きました。
「表彰されたことは率直にうれしいですね。鴨台祭では2年連続でパフォー
マンス大賞をいただいています。地域の人たちとワークショップなども行
なっており、それらが評価されたのだと思います。また来年度もパフォー
マンス大賞をいただけるように努力することと、愛好会から同好会への昇
格を目指したいと思います。それから、これまでもいくつかの大会へ出て
いますが、大会にただ参加するだけでなく、パフォーマンスの質を上げて
いくようトライしていきます。」
ダブルダッチインタビュー
平成26年度課外活動報告会と表彰式が
1月28日に行なわれました。
今年度表彰された6団体の皆さん。 他の活動団体と交流を深める貴重な場となりました。
塩入先生より表彰を受ける髙橋朗さん。
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